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発表演題名 食品検体のノロウイルス検査に向けたパンソルビン・トラップ法の開発 

学会名 衛生微生物技術協議会第３０回研究会 
発表者名 東方 美保 

開催場所 サンスクエア堺 

開催日時 平成 21 年 7 月 10 日 

発表内容 ノロウイルスが原因物質と疑われる食中毒検査において、これまでカキ

等の二枚貝を除く食品検体からのノロウイルス検出例は少なく、推定原因

食品からのウイルス検出が切望されている。厚生労働科学研究費補助金（食

品の安心・安全確保推進研究事業）「食品中のウイルスの制御に関する研究」

班において開発を進めているパンソルビン・トラップ法は、操作が簡便、

所要時間・作業時間の短縮が可能、大型の高速遠心機が不要などの特長を

備え、さまざまな形態・成分の食品から効率的なノロウイルス濃縮が期待

できるユニークな方法なので、その概要および開発状況について紹介した。 

 
 


